
会 議 録（要点筆記） 

会  議  名  平成29年度 第３回米原市社会教育委員会議 

開 催 日 時 平成29年10月27日（金）19時30分～21時00分 

開 催 場 所  米原市民交流プラザ 1階 健康ルーム 

出席者および欠席者  出席者： 

竹内委員長、大谷副委員長、石河委員、日時委員、田中委員 

西林委員、鹿取委員、北沢委員、塚田委員、中西委員 

事務局： 

口分田生涯学習課長、梶田課長補佐、田野主任、福井（担当） 

欠席者： 

 大橋委員、居林委員 

議    題 公民館と地域コミュニティについて 

結    論 

（決定した方針、残

された問題点、保留

事項等を記載する。）  

・今回は公民館の全国的な状況を学び、米原市の公民館のイメージや、

地域コミュニティの理想の姿をワークショップ方式で協議・整理を行

った。 

審議経過 

 （主な意見等を原

則として発言順に記

載し、同一内容は一

つにまとめる。）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

事 務 局 

 

委 員 

 

 

事 務 局 

１ 開会 

 

２ あいさつ（竹内委員長） 

竹内委員長からあいさつを行った。 

 

３ 報告事項（議事進行：竹内委員長） 

■各種大会・フォーラム 参加報告 

◯近畿地区社会教育研究大会 （京都大会） 

◯滋賀県社会教育研究大会 

◯生涯学習フォーラム 

委員からそれぞれ参加報告を行った。 

 

４ 協議事項 

■「公民館と地域コミュニティについて」 

事務局から、全国の公民館の現状について説明した。 

 

≪質問事項≫ 

・米原市にも公民館条例はあるのか。 

⇒米原市公民館条例が制定されている。 

 

・従来は公民館であったものがコミュニティセンターに機能変更され 

る例が散見される。どういった効果があったのか。変化はあったの

か。 

⇒多いパターンは、直営から、まちづくり協議会にお任せするという



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副 委 員 長 

形。コミュニティセンターへの機能変更の効果についてはこれから

検証していく必要がある。 

 

≪ワークショップ形式で協議・整理≫ 

米原市の公民館の現状の整理や、問題意識の整理をためにワークショ

ップ形式で協議・整理を行った。 

 

ワーク①  

◎米原市の公民館のイメージについて 

マンダラートを活用して公民館のイメージを整理 

 ■主に出た意見 

  講座、趣味、文化、スポーツ、人が集まる施設、身近、 

建物が古い、貸館、地域に根ざした、仲間、様々な機能 等 

 

 

ワーク② 

◎地域コミュニティの理想像について 

模造紙に付箋を貼り付けグループ分けを行った 

 ■主に出た意見 

 ≪楽しい≫ 

・楽しいことがいっぱいある 

・明るいムード 

・休みに楽しめる場所 

 

≪相談≫ 

・なんでも気軽に相談できる 

・イベントの相談に乗ってくれる 

・争いを解決する人がいる 

 

≪気楽さ≫ 

 ・ゆるい 

 ・気軽に話が出来る 

 

 

 

５ 閉会 

公民館について考えていく準備ができた。これからさらに深めていき 

たい。 

 

会議の公開・非公開

の別 

■公 開   傍聴者： ０人  

□一部公開  

□非 公 開  

 一部公開または非公開とした理由  

（                                                 ） 

≪集まり・集える≫ 

・気楽に喋れる 

・子どもから高齢者が集える 

・家族以外の人と接する場 

≪相互扶助機能≫ 

・困ったことなど助け合える 

・少しくらい迷惑をかけても許して

くれるコミュニティ 

・励まし合える、高め合える 

≪健康・安全≫ 

・健康的 

・犯罪が少ない地域 

・不安のない老後が送れる 



会議録の開示・非開

示の別 

■開 示  

□一部開示（根拠法令等：                   ） 

□非 開 示（根拠法令等：                                    ）  

全部記録の有無 
会議の全部記録  □有  ■無 

録音テープ記録  □有  ■無 

担  当  課 教育委員会事務局生涯学習課 （外線：55-8106、内線4+254） 

 


